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⼈材開発と社会保障を重視、歳出は10.0％増の2,439.7兆ルピア
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※当資料はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社が情報提供を⽬的として作成したものであり、特定の⾦融商品等の勧誘・販売を⽬的とするものではありません。また、⾦融商品取引
法に基づく開⽰資料でもありません。※当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしも正確性、完全性を保証するものではありません。※当資料には、現在の
⾒解および予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、事前の通知なくこれらを変更したり修正したりすることがあります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありま
せん。※当資料で使⽤しているグラフ、パフォーマンス等は参考データをご提供する⽬的で作成したものです。数値等の内容は過去の実績や将来の予測を⽰したものであり、将来を保証するも
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インフラ関連の⽀出は過去最⼤の421兆ルピア、前年⽐3％増
インドネシア政府は8⽉16⽇に、2019年度の国家予
算案を国会に提出しました。歳出⼊ともに過去最⼤と
なっています。ジョコ・ウィドド⼤統領は、予算案提出と
同⽇に施政⽅針演説を⾏い、引き続き貧困や格差の
是正を⽬指すと述べました。488兆ルピアを教育関連、
381兆ルピアを社会保障に充てる⽅針です。

インフラ関連の⽀出は過去最⼤の421兆ルピアとして
います。これは政府⽀出全体の約17％を占めており、
⼟地収⽤の予算を強化し、現在進⾏中の⾼速道路
プロジェクトの完成を⽬指すなど、継続してインフラ整
備にも重点を置く姿勢がうかがえます。

＊

国際的な原油価格の⾼まりを受けて、燃料補助⾦が増額されています。燃料と液
化⽯油ガス（LPG）向けが約100兆ルピア、電気向けが約56兆ルピアと、昨年
度予算案から⼤幅に増額しています。

同予算案では多くの項⽬で⽀出を拡⼤する⼀⽅で、財政⾚字は縮⼩する内容と
なっています。今年の財政⾚字⾒通しは対国内総⽣産（GDP）⽐率-2.12％
で、インドネシアの法定基準である同-3.0％を下回っていますが、2019年度の予
算案の⽬標値は同-1.84％とし、財政規律を堅持する⽅針です。財政⾚字縮⼩
を実現するためには、税収拡⼤による歳⼊増を図ることが鍵となると考えられます。

スリ・ムルヤニ財務⼤⾂は、7⽉10⽇に2018年度の歳⼊は税収拡⼤により⽬標
額を上回ると発表しました。政府は徴税の強化や国⺠の間で納税意識が⾼まって
いることが税収増につながっており、今後も引き続き増加すると⾒込んでいます。

＜予算案とその前提となる経済指標の抜粋＞

燃料補助⾦を増額、ただし財政⾚字幅の縮⼩を⽬指す

2019年のGDP成⻑率は+5.3％を⽬標、国内消費がけん引

2017年 2018年
（⾒通し）

2019年
（予算案）

実質GDP成⻑率 5.1％ 5.2％ 5.3％

インフレ率 3.6％ 3.5％ 3.5％

歳出（兆ルピア） 2007.4 2,217.3 2,439.7

税収（兆ルピア） 1666.4 1,903.0 2,142.5

財政⾚字
（対GDP⽐率） -2.51％ -2.12％ -1.84％

インドネシアでは、⾏政でもオンライン化が
積極的に進められています。⾯⽩い取組み
として、「村おこしを⽬的とした全国的な村
落のオンライン化」があります。
2019年を⽬標として、インドネシア全域の
村落のオンライン化を促進し、村おこしにつ
ながる情報を取得してもらおう、という取り
組みです。
この施策とは別に、⼀⾜先にSNSで村おこ
しを実現した村があります。ジャワ島セマラン
のウォノサリという村は、以前は低所得層居
住区で治安も悪い地域でした。そこで住⺠
たちが資⾦を調達し、村全体をカラフルな
⾊に塗って装飾。村は「レインボー村」として
SNSで⼀躍有名となり、海外から多くの観
光客が訪れるようになったとのことです。

SNSを利用した村おこし！

ジョコ⼤統領は演説の中で、各国の保護主義的な貿易政策や主要国の⾦融政策の動向、トルコ情勢などの諸問題を考慮して
予算案を策定した、と述べました。国内消費は堅調ながら、海外の変動要因もあり2019年の実質GDP成⻑率は、前年⽐
+5.3％となっています。

予算案では公務員の基本給と基礎年⾦を5％増やすことを予定しています。公務員の賃⾦が上昇すれば、より多くの消費が⾒
込まれ、インドネシア経済へのプラス効果や税収増の下⽀えとなることが期待されています。


